
主 再

【事業概要】

■ □ □

【活動・成果指標の達成度】

孤立死（疑い）への早期対応。孤立死や孤立防
止の啓発や「自助」による予防

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法

実績

特定財源

歳出合計

２６年度決算見込額

目標 10

平成２５年８月１２日より新規事業として４つの事業を開始。
①福岡見守るっ隊の結成
（孤立死の疑われる異変時に企業から通報していただく協定を締結）
②福岡市見守りダイヤル
（孤立死の疑われる異変時に企業や地域住民から通報を２４時間３６５日受
け付け，安否確認を行う）
③出張講座（孤立死防止のための講座等を行う講師を無料で派遣）
④見守りサービス登録事業（民間の見守りサービスの情報をHP上で提供）

　②③の事業について委託し実施

区分 指標の内容

22,141

39.8

0.0%

39.8

100.0%

成
果
の
指
標

地域での支え合いにより，
子育て家庭や高齢者が暮
らしやすいまちだと感じる
市民の割合

達成率

目標

実績

達成率

実績

救命件数 目標

42.6

11

110.0%

④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

孤立死の減少など，高齢者や障がい者など支援
が必要な方々が，安心して地域で生活できるよ
うになる。

－

6

65

年度

0

２５年度決算額

２７年度

167

年度

170

11,719

150.0%

0

100

達成率

通報件数

(

千
円

)

事
業
費

一般財源

実　　績

歳
入 11,719 12,789

年度

17

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

事業名

根拠法令

事業開始年度

施策

平成２５年度

なし

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

・通報する企業が増え，見守りの担い手が増加
・現地での速やかな対応
・住民の孤立死，孤立への意識啓発
・自助として見守りサービスの利用の支援

行政計画上の位置づけ

背
景

孤立死対策の一つとして，地域での見守りを推進してきたが，地域では対応が困難な
ケースもあり，行政として積極的に関わる必要があった。また，国からも高齢者等に訪
問する企業から住民の異変の通報に対応するよう通知があった。

施
策
成
果
指
標

地域での支え合いにより，子育て家庭や高齢者が暮らしやすいまち
だと感じる市民の割合（H28:50%)

委託含む 補助金含む 負担金含む

新規／継続

高齢社会政策課

さまざまな支え合いとつながりができている

施策コード

所管課名

対象をどのような状態にしたいのか

事業群

継続

高齢社会部保健福祉局

2-3-1

見守り・支え合いの仕組みづくり

分野別目標

ロジックモデル作成用のテーブル

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に

①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

見守り推進プロジェクト

・訪問する企業等に住民の異変を通報してもらう
よう協力依頼を行う。(福岡見守るっ隊)
・通報があった場合，速やかに対応できるダイヤ
ルを設置する
・出張講座や見守りサービス登録を実施

孤立死の予防・啓発，孤立死の早期発見
見守りの担い手の増
地域での見守り活動者が緊急時に対応困難に
なった場合の支援

高齢者，障がい者，孤立死
のおそれがある方。
それらの方を見守る企業，
地域住民。

誰(何)を対象として行なうのか

支え合いや助け合いによる地域福祉の推進

基
本
計
画

目　　標
最終年度

22,14112,789

２６年度

－

12

45.4

167.0%

なし

実績

２７年度予算額

年度

10

15 1717

２５年度

100.0%

活
動
の
指
標

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）

目標

達成率

見守るっ隊協定
企業数

年度

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
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指
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主 再

【事業概要】

■ □ □

【活動・成果指標の達成度】

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 新規

所管課名 保健福祉局 健康医療部 地域医療課

1-3-2

根拠法令 なし 施策 一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり

事業開始年度 26年度 分野別目標 一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

事業名 医療の国際化に関する事業 基
本
計
画

施策コード

行政計画上の位置づけ 事業群 医療体制の充実

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

・福岡市が創業特区に認定されたことに伴い、外国人向けの医療環
境を整備する必要がある。
・特区制度を活用した高度医療の提供が可能となった。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

・市内在住・訪問外国人
・市民

・医療機関にかかりやすくする
・高度医療の提供

・医療通訳派遣等を行うアジア医療サポートセン
ターを福岡県と共同して運営する。
・九州大学病院に補助金を交付し、高度な技術
を持つ外国医師の招へいに取り組んでいただ
く。
・特区制度を利用し規制改革提案を行う。

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

・福岡市の医療関係者を集めた「医療の国際化を考える懇談会」を開催し、
事業について意見を伺った。
・外国人の医療環境整備を行うため、医療関係者、関係団体で構成する「外
国人の医療アクセス改善に関する実務者会議」を設置し、検討を行った。
・「福岡市外国籍市民医療アンケート」及び「外国人の医療アクセスに関する
医療機関アンケート」を行い、外国人の医療環境の現状について把握した。
・平成27年度から福岡アジア医療サポートセンターを共同運営するため、福
岡県と調整を行った。
・特区初期メニューの活用について、福岡市立病院機構、九州大学病院と協
議した。
・創薬に関する実務者会議を開催し、創薬に関する支援方法について意見を
伺った。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

・外国人の医療に関する問い合わせに対応する
・病院が医療通訳及び電話通訳を利用する。
・九州大学病院が外国医師を招へいし、シンポ
ジウム等を通じて、他医療機関にも成果が伝わ
る。
・規制改革を利用した医療水準の高度化に関す
る取組みが行われる。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 0 1,500 14,592 ③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 0 0 0 ・日本語が話せない外国人も医療機関に受診し
やすくなる。
・市内医療機関の医療技術が向上する。

一般財源 0 1,500 14,592

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

活
動
の
指
標

目標

目標

年度

実績
達成率

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 ・外国人の医療環境が整備され、外国人にとっ
ても住みやすい都市が実現する。
・高度な医療を提供する体制が整っている。

達成率

成
果
の
指
標

相談件数 目標

通訳派遣・電話
通訳利用件数

目標

100
年度

実績
520

達成率

200
年度

実績
1040

達成率

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
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大 

活
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の 
指
標 

大 

小 
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主 再

【事業概要】

■ □ □

【活動・成果指標の達成度】

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 保健福祉局 健康医療部 健康増進課

1-3-1

根拠法令 健康増進法 施策 一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり

事業開始年度 平成23年度 分野別目標 一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

事業名 健康づくりチャレンジ事業 基
本
計
画

施策コード

行政計画上の位置づけ 健康日本21福岡市計画 事業群 こころとからだの健康づくり

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

健康づくりに取り組んでいる人の割合（H32:75％）
健康であると感じている人の割合（H32:80％）健康づくりは，市民一人ひとりの取組みが重要であるが，「福岡市民は健康づくりへの

意欲は高いが，実際の行動に結びついていない」という調査結果から，市民の関心や
意欲を的確にとらえ，健康づくりの実践に結び付けていくことが必要となった。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

20歳以上の福岡市民 市民一人ひとりが自主的に健康づくりに取り組
み，住み慣れた家庭や地域で安心して暮らして
いく。

・市や関係団体等主催の健康づくり事業の情報
を収集、一元化して広報する。（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：通
年，世界禁煙デー(5月)，食育月間(6月)，健康づ
くり月間(10月)，生活習慣病予防月間(2月），女
性の健康週間（3月））
・市民が健康づくりに興味をもつ仕組み・場を検
討（健康づくりポイント事業，健康づくりフェスタ
ふくおか）

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む
●健康づくりポイント事業（ふくおか健康マイレージ）の試行
市民の健康づくり活動をポイント化し，貯めたポイントを市民に還元する事業の試行（1
年目）。参加者（マイレージ会員）は1,054名。
●シンク・ヘルス・プロジェクトの実施
10月の福岡市健康づくり月間に，市をはじめとする各種団体が開催するイベント等を
集中開催し，集中的にPRを実施。
●健康づくりスポーツサイトの運営
健康づくりとスポーツに関する情報を一元的に発信するサイトの運営。市民にとってよ
り見やすく，活用いただけるサイトにするため，3月にリニューアルした。
●年間を通じた広報
　年間を通し，よかろーもんのキャラクターを使うなど統一感のある広報を展開，健康
づくりの機運を高める取組みを実施。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

・市民が健康づくりに興味をもつ。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 17,160 26,386 24,409 ③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 4,089 17,645 23,098 ・市民が自分に合った健康づくりに取り組む。

一般財源 13,071 8,741 1,311

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

活
動
の
指
標

健康づくりポイ
ント事業への参
加者数

目標 － 1,000

2,000

健康づくりス
ポーツサイトア
クセス数

目標 － 100,000

32年度

実績 － 1,054
21,000

達成率 － 105.4%

100,000

32年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 27,364 30,736
100,000

・健康づくりに取り組む市民が増え，健康寿命が
延びる。また，医療費や介護費用の伸びがゆる
やかになる。

達成率 － -

成
果
の
指
標

健康づくりに取
り組んでいる人
の割合

目標 60.0% 60.0%

健康であると感
じている人の割
合

目標 77.0% 78.0%

60.0%
32年度

実績 55.2% 56.1%
75%

達成率 92.0% -

78.0%
32年度

実績 77.3% 76.0%
80%

達成率 100.4% -

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

■ □ □

【活動・成果指標の達成度】

健康増進法

269 -
400

303

健康日本21福岡市計画

89.7%

0
0

福岡市民（主に40，50歳代
の勤労者）

２７年度予算額

32年度

健康づくりに取
り組んでいる人
の割合

目標

年度

-
75.8%

２５年度決算額

4,000

60.0%

60.0%

－

目　　標
最終年度２６年度２５年度

目標

0

達成率

健康づくりポイ
ント事業への参
加者数

２７年度

めじゃ～リーグ
福岡への参加
者の増加

300

実績

誰(何)を対象として行なうのか

一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり

対象をどのような状態にしたいのか

事業群

早良区「めじゃ～リーグ」や西区「ウエストリーグ」を参考に，22年度，健康づくりについて釜山市と競いながら交流
する「福岡・釜山健康づくり交流事業」として実施。釜山市との交流終了後も，健康づくり事業においてアプローチの
難しい40，50歳代の参加や，男性と女性の同率参加など，勤労者の健康づくり推進に有効と考え，通信型健康づく
り事業として実施している

施
策
成
果
指
標

根拠法令 施策

より多くの勤労世代の市民が，ウォーキングに
関心を持ち，自分のライフスタイルに合わせて，
自主的に健康づくりに取り組んでいる状態。

健康づくりに取り組んでいる人の割合（H32:75％）
健康であると感じている人の割合（H32:80％）

継続

健康医療部保健福祉局

1-3-1

こころとからだの健康づくり

分野別目標

施策コード

所管課名

新規／継続

健康増進課

一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

めじゃ～リーグ福岡事業

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）

事業名

事業開始年度 平成22年度
基
本
計
画

委託含む 補助金含む 負担金含む

ロジックモデル作成用のテーブル

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に

①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

・事業の実施により，健康づくりのきっかけを提
供
・参加状況（歩数のランキング）や健康情報を
メールマガジンやホームページから配信
・事業のPR

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

行政計画上の位置づけ

背
景

(

千
円

)

事
業
費

一般財源

実　　績

歳
入 6,499 4,000

年度

0

④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

55.2%実績

32年度

75%

・自主的に健康づくりに取り組んでいる市民が増
える
・市全体のウォーキング人口が増える
・医療費の伸びがゆるやかになる

－

－達成率

1,000

成
果
の
指
標

健康であると感
じている人の割
合

達成率

目標

実績

21,000

60.0%

活
動
の
指
標

78.0%

105.4%

・40歳以上の市民を対象に，歩数計を貸与し，その歩数や，体重減少，腹囲減少を
ウェブ上で競い合う形式で実施。また，イベント情報や健康情報等をメールマガジンや
ブログなどで配信し，いつでもどこでも楽しみながら健康づくりに取り組む事業として実
施。
・24年度から，糸島市と連携して実施。個人で競い合うほか，市対抗という形式もとり，
事業をPRした。
・専用サイトを立ち上げ，募集，登録，終了アンケートまでウェブ上で行い，郵送や集
計の手間等を軽減。
・専用サイトには，週1回，参加者の中での歩数ランキングを掲載し，参加者が「楽し
い」「ウェブ上に仲間がいる」などの，継続できる仕組みを検討，実施。
・また，26年度は，歩数計を自分で準備していただくこととしたが，303名の参加があっ
た。

区分 指標の内容

0

77.3%

1,054

32年度

2,000

２６年度決算見込額

目標

・体重減少や腹囲減少など，健康づくりの効果
が表れる
・楽しみながら自主的に健康づくりに取り組み，
習慣化する
・運動以外の健康づくりにも関心がわく

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法

実績

特定財源

歳出合計 6,499

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

・「楽しそう」という意識から，健康づくりを開始す
る
・ライフスタイルに合わせて，健康情報を得るこ
とができる

77.0%

80%

達成率

78.0%

56.1%

100.4%

76.0%

92.0%

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

■ □ □

【活動・成果指標の達成度】

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 保健福祉局 障がい者部 障がい者在宅支援課

1-6-3

根拠法令 障害者総合支援法７７条の２，障害者虐待防止法 施策 すべての人が安心して暮らせる福祉の充実

事業開始年度 平成２５年度 分野別目標 一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

事業名 障がい者虐待防止・基幹相談支援センター事業 基
本
計
画

施策コード

行政計画上の位置づけ 障がい福祉計画 事業群 障がい者の自立と社会参加の支援

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

障がいのある人が暮らしやすいまちだと感じている市民の割合（Ｈ
28：45％）・平成22年度の障害者自立支援法の一部改正によって基幹相談支

援センターの設置が定められた。
・平成24年10月に障害者虐待防止法が施行された。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

・障がい者及びその家族
・障がい者相談支援セン
ター

・障がい者に対する虐待が防止された状態
・障がい者相談支援センターの人材育成，業務
の円滑化

基幹相談支援センターを設置し，事業委託を行
う。

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

障がい者虐待防止・基幹相談支援センター事業は，障がい者の虐待防止支
援及び地域生活に関する相談支援の中核的機能を一体的に併せ持つセン
ターを設置し障がい者の相談体制を充実するもの。

具体的な事業内容
　①総合的・専門的な相談支援の実施
　②地域の相談支援体制の強化の取り組み
　③権利擁護・虐待の防止
　④障がい者虐待の広報，啓発　など

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

基幹センターが障がい者虐待防止センターとし
て機能する。また，市内の相談支援体制の中核
的役割を果たす。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 20,559 47,752 54,142 ③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 7,518 21,337 40,754 障がい者虐待の早期発見・解決してもらえる。
相談支援センター等の人材育成が進む。一般財源 13,041 26,415 13,388

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

活
動
の
指
標

基幹センター設
置数

目標 1 1

1

目標

年度

実績 1 1
達成率 100.0% 100.0%

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 市内の相談支援体制が充実する。
障がい者虐待防止体制が整備される。達成率

成
果
の
指
標

支援（人材育成)
件数

目標 15 15

虐待対応(事実
確認)件数

目標 30

年度

実績 15 23
達成率 100.0% 153.3%

年度

実績 25 34
達成率 113.3%

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
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大 

活
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小 
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指
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主 再

【事業概要】

■ ■ □

【活動・成果指標の達成度】

1,005

２７年度

活
動
の
指
標

目標

達成率

実績

6

296

688

83.3%
6

68.8%

256

5

256

年度

健康医療部保健福祉局

1-3-1

年度

28年度

256

目　　標
最終年度

自殺予防対策事業（地域自殺対策緊急強化基金含む）

２７年度予算額

26,050

すべての市民

誰(何)を対象として行なうのか

自殺対策基本法

平成19年度

背
景

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

根拠法令

事業開始年度

事業名

施策

第９次福岡市基本計画 事業群

継続新規／継続

基
本
計
画

分野別目標

ロジックモデル作成用のテーブル

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に

　国内の自殺者数が平成１０年に急増して以降、毎年自殺者が３万人
を超える状況が続いたことから、平成１８年に自殺対策基本法が策
定。同法の施行を受け、本事業を開始した。

施
策
成
果
指
標

福岡市の自殺者数（Ｈ２８：２５６人以下）
※平成１７年の自殺者数３２１人から２０％減

一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり

こころとからだの健康づくり

①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）対象をどのような状態にしたいのか

委託含む 補助金含む 負担金含む

・市民を対象とした自殺予防の啓発活動を行う。
・「ゲートキーパー」の役割を担う人材を養成するため研修を
実施する。
・自殺未遂者等のハイリスク者や自死遺族に対し、自殺予防
情報センターを中心に支援を行う。
・児童・生徒への自殺予防教育に資するため教職員等を対
象に研修を実施する。

・新福岡市自殺対策総合計画に基づく事業実施・進捗管理
・各区等でのうつ病予防教室の実施，うつ病市民啓発講演会の開催
・かかりつけ医うつ病対応力向上研修の実施
・自殺予防相談（専用ダイヤル）等の相談支援事業の実施
・ゲートキーパー養成研修等の人材養成事業の実施
・自殺予防キャンペーン等による市民への普及啓発事業の実施
・自死遺族法律相談・自死遺族の集い等自死遺族支援事業の実施
・自殺未遂者等のハイリスク者支援ネットワーク事業の構築・実施
・福岡市自殺対策協議会や県・北九州市との連絡会議の開催
・広報・情報提供のためのホームページの改修

実施手法

・市民の自殺に関する理解が深まり、予防の意識が高まる。
・ゲートキーパー養成研修の受講者が増え、適切な対応ができる人材
が増える。
・自殺未遂者等のハイリスク者への支援により、再企図の防止ができ
る。
・教職員の自殺予防に関する知識、理解が深まり、ひいては児童・生
徒の自殺予防教育へとつながる。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

所管課名

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

行政計画上の位置づけ

保健予防課
平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）

施策コード

1,000

２６年度

「誰も自殺に追い込まれることのない社会」を目
指す。

25,805
19,890 17,757

8,293

２６年度決算見込額

1,000
年度

成
果
の
指
標

達成率

達成率

教職員に対する
関連研修の実
施回数

目標

目標

福岡市の自殺
者数 実績

歳
入

２５年度決算額

9,776

実　　績
指標の内容

一般財源

２５年度

29,666

実績

201.0%

目標 500

127.3%

326

達成率

・市全体の自殺者数が減少する。

④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

256

7,804
・ゲートキーパーが増え、自殺の危険性の高い人を早期に支
援できるようになる。
・自殺未遂者の再企図や既遂が減少する。
・自死遺族が精神疾患に罹患することや自殺の発生が防が
れる。
・若年層、児童・生徒への自殺予防に資する教育が推進され
る。

300.0%

6

115.6%

区分

ゲートキーパー
養成講座の参
加者数

特定財源 18,001

(

千
円

)

事
業
費

実績

2

歳出合計

年度

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
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外
的
な
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大 

活
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小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

■ □ □

【活動・成果指標の達成度】

(

千
円

)

事
業
費

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）

区分 指標の内容

361,242
健診受診者が生活習慣改善・治療に結びつくこ
とで，生活習慣病の重症化予防ができる。

特定健診の受
診率 22.1%

生活習慣病予備群が減少する。
医療費の適正化が図られる。
健康寿命の延伸が図られる。

④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

78.9%達成率

実績

特定財源

歳出合計

年度

歳
入

２５年度決算額

239,869

活
動
の
指
標

目標

達成率

一般財源

実　　績

実績

実績

２５年度

31%

２６年度

成
果
の
指
標

達成率

達成率

目標

メタボリックシンドロームの要因となっている生
活習慣の改善に向けた支援を行うことにより，生
活習慣病の発症を予防する。

565,204
278,375 393,134

123,161

２６年度決算見込額

203,962

根拠法令

事業開始年度

所管課名

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

行政計画上の位置づけ

一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり

健康増進課

①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）対象をどのような状態にしたいのか

委託含む 補助金含む 負担金含む

特定健診を実施する。

生活習慣病予防のための健康診査である特定健診を実施。
メタボリックシンドロームに着目し，その他該当者及び予備群を減少させるた
めの「特定保健指導」を必要とする人を的確に抽出することを目的とする。

実施手法

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

健診結果で生活習慣の改善が必要な人に対し，
結果に応じた保健指導を実施する

施策コード

518,244

ロジックモデル作成用のテーブル

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に

国の医療制度改革に伴い，平成２０年度より開始となった特定健診を
円滑に実施し，市民の健康向上を支援するための事業を行うもの。

施
策
成
果
指
標

○特定健診実施率（Ｈ29：40%）
○特定保健指導実施率（Ｈ29：40%）

施策

こころとからだの健康づくり事業群

継続新規／継続

基
本
計
画

健康医療部保健福祉局

1-3-1
分野別目標

特定健診事業

２７年度予算額

516,295

40～74歳の福岡市国民健
康保険被保険者

誰(何)を対象として行なうのか

高齢者の医療の確保に関する法律

平成２０年度

背
景

事業名

目　　標
最終年度

34%

２７年度

年度

40%
集計中

-

実績

29年度

年度

年度

目標 28%

目標

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

■ □ □

【活動・成果指標の達成度】

(

千
円

)

事
業
費

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）

区分 指標の内容

82,186
健診受診者が生活習慣改善・治療に結びつくこ
とで，生活習慣病の重症化予防ができる。

特定保健指導
の実施率 38.5%

生活習慣病予備群が減少する。
医療費の適正化が図られる。
健康寿命の延伸が図られる。

④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

106.9%達成率

実績

特定財源

歳出合計

年度

歳
入

２５年度決算額

67,325

活
動
の
指
標

目標

達成率

一般財源

実　　績

実績

実績

２５年度

37%

２６年度

成
果
の
指
標

達成率

達成率

目標

メタボリックシンドロームの要因となっている生
活習慣の改善に向けた支援を行うことにより生
活習慣病の発症を予防する。

104,730
4,007 29,797

83,997

２６年度決算見込額

22,544

根拠法令

事業開始年度

所管課名

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

行政計画上の位置づけ

一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり

健康増進課

①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）対象をどのような状態にしたいのか

委託含む 補助金含む 負担金含む

特定健診を実施する。

特定健康診査の結果，健康の保持に努める必要があるものに対して行った。
内臓脂肪型肥満に着目し，その要因となっている生活習慣を改善するための
保健指導を行うことにより，生活習慣病を予防する。

実施手法

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

健診結果で生活習慣の改善が必要な人に対し，
結果に応じた保健指導を実施する

施策コード

71,332

ロジックモデル作成用のテーブル

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に

国の医療制度改革に伴い，平成２０年度より開始となった特定保健指
導を円滑に実施し，市民の健康向上を支援するための事業を行うも
の。

施
策
成
果
指
標

○特定健診実施率Ｈ29：40%
○特定保健指導実施率Ｈ29：40%

施策

こころとからだの健康づくり事業群

継続新規／継続

基
本
計
画

健康医療部保健福祉局

1-3-1
分野別目標

特定保健指導事業

２７年度予算額

113,794

40～74歳の福岡市国民健
康保険被保険者

誰(何)を対象として行なうのか

高齢者の医療の確保に関する法律

平成２０年度

背
景

事業名

目　　標
最終年度

38%

２７年度

年度

40%
集計中

-

実績

29年度

年度

年度

目標 36%

目標

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

■ □ □

【活動・成果指標の達成度】

・関係機関・団体，市民，行政がそれぞれ地域
包括ケア実現に向けた取り組みを実践する。
・多職種連携の取り組みが実践され，連携強化
が図られる。

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

成
果
の
指
標 11

107.1%

-多職種連携の取
組み回数

達成率

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）

区分 指標の内容

17,734

実績

特定財源

歳出合計

　平成23年6月改正の介護保険法に地域包括ケアの理念が規定されたことを受け，本
市においても地域包括ケアシステムの構築に取り組むよう第5期（平成24～26年度）介
護保険事業計画（高齢者保健福祉計画）に位置づけされたため。

施
策
成
果
指
標

年度

目標

実績

達成率

19

135.7%

4

200.0%

実績

④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

・地域包括ケアが実現し，高齢者が要介護度が
重度になっても可能な限り住み慣れた地域で安
心して生活を続けることができる。

15

14

30,157

142

12,883 -

２７年度

高齢者地域支援
会議実施校区数

年度

２５年度決算額 ２６年度決算見込額

140.0%

目標 15

21

２５年度 ２６年度

114.3%

保健福祉局

1-6-1

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

事業名

根拠法令

事業開始年度

行政計画上の位置づけ

背
景

誰(何)を対象として行なうのか

実施手法

福祉の充実に対する満足度（H28:50%）
障がいのある人が暮らしやすいまちだと感じている市民の割合
（H28:45%）

新規／継続

施策コード

地域包括ケア推進課

継続

高齢社会部所管課名

補助金含む 負担金含む

・地域包括ケアシステム検討会議（27年度～地
域包括ケアシステム推進会議）の開催
・同会議専門部会の開催
・市民向けシンポジウムの開催

　高齢者の要介護度が重度になっても住み慣れた地域で自
立した生活を安心して続けることができるよう「保健（予
防）」，「医療」，「介護」，「生活支援」，「住まい」の5つのサー
ビスが一体的に切れ目なく提供されることを目指す。

高齢者

○福岡市地域包括ケアシステム検討会議の開催　3回/年
○同会議専門部会の開催（アクションプラン作成のため合同開催）
　・合同専門部会　2回/年　　　・専門部会ワーキング　3回/年
○代表者調整会議　5回/年
○モデル事業の実施（７区）
　・医療介護の連携強化モデル事業
　　　病院の退院時支援の状況についてヒアリング調査　62病院
　　　「福岡市退院時連携の基本的な進め方の手引き（暫定版）」の周知・改良点
  　　についてのアンケート調査
　　　各区で医療介護連携強化のための課題解決に向けた検討を実施
　・高齢者地域支援モデル事業
　　　地域で高齢者を支える仕組みづくりの検討を市内19校区で開始
○地域包括ケアセミナーの開催　1回/年

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

・検討会議（27年度～推進会議），専門部会で必
要な取り組みや解決策が議論される。
・関係機関，団体が，地域包括ケア実現に向け
た，主体的な取り組みの必要性を理解する。
・市民がシンポジウムに参加し，高齢社会に向
けた備えの必要性を理解する。

年度

基
本
計
画

介護保険法第5条第3項

分野別目標

ロジックモデル作成用のテーブル

47,89139,077

対象をどのような状態にしたいのか

委託含む

6,036

福岡型地域包括ケアシステム推進事業

すべての人が安心して暮らせる福祉の充実施策

平成24年度

福岡市保健福祉総合計画，高齢者保健福祉計画

18,919

地域における総合的な福祉サービスの構築事業群

一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

年度

年度

目　　標
最終年度

10

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に

①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

-

61

15

(

千
円

)

事
業
費

一般財源

実　　績

歳
入

２７年度予算額

検討会議(27年度～
推進会議)，専門部
会の開催回数活

動
の
指
標

7

8

目標

実績

達成率

目標

達成率

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

■ □ □

【活動・成果指標の達成度】

27,686

２５年度

95.5%

活
動
の
指
標

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）

目標

達成率

高齢者の相談
件数（人）

年度

97.2%

福岡市高齢者保健福祉計画

実績

２７年度予算額

年度

52

27,941 29,500

目　　標
最終年度

1,224,6191,026,609

２６年度

－

①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

791,305

いきいきセンターふくおか運営等経費

高齢者の相談を実施高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続け
ることができる状態。

高齢者およびその家族なら
びに介護，保健，福祉，医
療等の関係者

誰(何)を対象として行なうのか

すべての人が安心して暮らせる福祉の充実

基
本
計
画

対象をどのような状態にしたいのか

事業群

継続

高齢社会部保健福祉局

1-6-1

地域における総合的な福祉サービスの構築

分野別目標

ロジックモデル作成用のテーブル

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に

新規／継続

地域包括ケア推進課

一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

施策コード

所管課名

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

訪問などを通じ，高齢者のニーズを把握し，関
係機関と連携した支援を行う。

行政計画上の位置づけ

背
景

介護保険法の改正（平成１８年度）により，市町村は地域包括支援セ
ンターを設置することができるとされたため。

施
策
成
果
指
標

○福祉の充実に対する満足度（H28：50％）
○障がいのある人が暮らしやすいまちだと感じている市民の割合（Ｈ
28：45％）

委託含む 補助金含む 負担金含む

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

事業名

根拠法令

事業開始年度

施策

平成18年度

介護保険法第１１５条の４６

達成率
高齢者のニーズ等を把握
し，関係機関と連携した支
援を行う。（件）

(

千
円

)

事
業
費

一般財源

実　　績

歳
入 206,276

年度

29,000

986,521

２５年度決算額

２７年度

119,526

年度

123,500

997,581

94.6%

123,000 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

住み慣れた地域で安心して暮らし続けることが
できる高齢者が増える。

126,975

96.1%

48.9

121,966

年度

成
果
の
指
標

達成率

目標

実績

達成率

実績

福祉の充実に対
する満足度（％）

目標

○平成２７年度から現在市内３９箇所のセンターを５７箇所に増設するとともに，土曜
日の開設を開始するための準備をすすめた。
○平成２７年度より，一部センターに介護予防専任職員をモデル配置することを決定。
○センター業務内容（運営を４法人に委託）
・総合相談支援業務：高齢者からの相談を受け，その方に適したアドバイス等を実施。
・介護予防ケアマネジメント業務：要介護状態になるおそれがある高齢者が要介護状
態になることを予防するため，介護予防ケアプランを作成し，介護予防に取り組むこと
ができるよう支援する。
・権利擁護業務：虐待や消費者被害等に対する支援を行い，高齢者の権利や財産を
守る。
・包括的・継続的ケアマネジメント支援業務：介護支援専門員や医療機関と連携して，
高齢者の支援を行う。

区分 指標の内容

238,098
日常生活機能の低下が軽度な段階での早期発
見・早期対応が可能となり，また権利や財産が
守られることで地域で安心して暮らし続けること
ができるようになる。

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法

実績

特定財源

歳出合計

２６年度決算見込額

目標 29,546

行
政
の
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ン
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ー
ル
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活
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見守り推進

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイネンドジギョウジッシブンナイブテンケンタイショウジギョウコヒョウ																																																																新規／継続 シンキケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカンカメイ								保健福祉局 ホケンフクシキョク								高齢社会部 コウレイ								高齢社会政策課 シャカイ

				事業名 ジギョウメイ												見守り推進プロジェクト ミマモスイシン																												基本計画 キホンケイカク		施策コード セサク						主 シュ		2-3-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウカイシネンド												平成２５年度 ヘイセイネンド																														分野別目標 ブンヤベツモクヒョウ						さまざまな支え合いとつながりができている

				根拠法令 コンキョホウレイ												なし																														施策 シサク						支え合いや助け合いによる地域福祉の推進

				行政計画上の位置づけ ギョウセイケイカクジョウイチ												なし																														事業群 ジギョウグン						見守り・支え合いの仕組みづくり

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサクセイカシヒョウ		地域での支え合いにより，子育て家庭や高齢者が暮らしやすいまちだと感じる市民の割合（H28:50%)

						孤立死対策の一つとして，地域での見守りを推進してきたが，地域では対応が困難なケースもあり，行政として積極的に関わる必要があった。また，国からも高齢者等に訪問する企業から住民の異変の通報に対応するよう通知があった。 ヒツヨウ

				【事業概要】 ジギョウガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイヨウ

				対　　象 タイゾウ																目　　的 メマト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキセイカトウタツコウテイカダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウカツドウオコ

				高齢者，障がい者，孤立死のおそれがある方。
それらの方を見守る企業，地域住民。																孤立死の予防・啓発，孤立死の早期発見
見守りの担い手の増
地域での見守り活動者が緊急時に対応困難になった場合の支援 ケイハツ																														・訪問する企業等に住民の異変を通報してもらうよう協力依頼を行う。(福岡見守るっ隊)
・通報があった場合，速やかに対応できるダイヤルを設置する
・出張講座や見守りサービス登録を実施 スミタイオウ

				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタクフク								□		補助金含む ホジョキンフク										□		負担金含む フタンキンフク

				平成２５年８月１２日より新規事業として４つの事業を開始。
①福岡見守るっ隊の結成
（孤立死の疑われる異変時に企業から通報していただく協定を締結）
②福岡市見守りダイヤル
（孤立死の疑われる異変時に企業や地域住民から通報を２４時間３６５日受け付け，安否確認を行う）
③出張講座（孤立死防止のための講座等を行う講師を無料で派遣）
④見守りサービス登録事業（民間の見守りサービスの情報をHP上で提供）

　②③の事業について委託し実施 ヘイセイコリツシウタガイヘンジキギョウツウホウキョウテイテイケツツシュッチョウコウザコリツシボウシコウザトウオコナコウシムリョウハケンミマモトウロクジギョウミンカンミマモジョウホウジョウテイキョウジギョウジッシ

																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・通報する企業が増え，見守りの担い手が増加
・現地での速やかな対応
・住民の孤立死，孤立への意識啓発
・自助として見守りサービスの利用の支援

				(千円)
事業費 センエン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンドケッサンガク										２６年度決算見込額 ネンドケッサンミコガク										２７年度予算額 ネンドヨサンガク

								歳出合計 サイシュツゴウケイ								11,719										12,789										22,141														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイザイゲン																0										0														孤立死（疑い）への早期対応。孤立死や孤立防止の啓発や「自助」による予防

										一般財源 イッパンザイゲン						11,719										12,789										22,141

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウセイカシヒョウタッセイド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウナイヨウ										実　　績 ジツツムギ																目　　標 メヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウネンド

				活動の指標 カツドウシヒョウ				見守るっ隊協定企業数 ミマモタイキョウテイキギョウスウ										目標 モクヒョウ				10						17						17						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				15						17

																		達成率 タッセイリツ				150.0%						100.0%

								通報件数 ツウホウケンスウ										目標 モクヒョウ				－						100						170						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ				65						167																						孤立死の減少など，高齢者や障がい者など支援が必要な方々が，安心して地域で生活できるようになる。 コリツシゲンショウコウレイシャショウシャシエンヒツヨウカタガタアンシンチイキセイカツ

																		達成率 タッセイリツ				0.0%						167.0%

				成果の指標 セイカシヒョウ				救命件数 キュウメイケンスウ										目標 モクヒョウ				－						10						12						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				6						11

																		達成率 タッセイリツ				0.0%						110.0%

								地域での支え合いにより，子育て家庭や高齢者が暮らしやすいまちだと感じる市民の割合										目標 モクヒョウ				39.8						42.6						45.4						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				39.8

																		達成率 タッセイリツ				100.0%						0.0%



行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

大

小

行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

活動
の
指標

大

小
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医療の国際化

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイネンドジギョウジッシブンナイブテンケンタイショウジギョウコヒョウ																																																																新規／継続 シンキケイゾク								新規						新規

																																												所管課名 ショカンカメイ								保健福祉局 ホケンフクシキョク								健康医療部 ケンコウイリョウブ								地域医療課 チイキイリョウカ

				事業名 ジギョウメイ												医療の国際化に関する事業																												基本計画 キホンケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-3-2						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウカイシネンド												26年度 ネンド																														分野別目標 ブンヤベツモクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョホウレイ												なし																														施策 シサク						一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイケイカクジョウイチ																																										事業群 ジギョウグン						医療体制の充実

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサクセイカシヒョウ

						・福岡市が創業特区に認定されたことに伴い、外国人向けの医療環境を整備する必要がある。
・特区制度を活用した高度医療の提供が可能となった。 ムイリョウカンキョウセイビヒツヨウセイドコウドイリョウテイキョウカノウ

				【事業概要】 ジギョウガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイヨウ

				対　　象 タイゾウ																目　　的 メマト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキセイカトウタツコウテイカダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウカツドウオコ

				・市内在住・訪問外国人
・市民 シナイザイジュウホウモンシミン																・医療機関にかかりやすくする
・高度医療の提供 イリョウキカンコウドイリョウテイキョウ																														・医療通訳派遣等を行うアジア医療サポートセンターを福岡県と共同して運営する。
・九州大学病院に補助金を交付し、高度な技術を持つ外国医師の招へいに取り組んでいただく。
・特区制度を利用し規制改革提案を行う。
 フクオカケンキョウドウトックセイドリヨウキセイカイカクテイアンオコナ

				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタクフク								□		補助金含む ホジョキンフク										□		負担金含む フタンキンフク

				・福岡市の医療関係者を集めた「医療の国際化を考える懇談会」を開催し、事業について意見を伺った。
・外国人の医療環境整備を行うため、医療関係者、関係団体で構成する「外国人の医療アクセス改善に関する実務者会議」を設置し、検討を行った。
・「福岡市外国籍市民医療アンケート」及び「外国人の医療アクセスに関する医療機関アンケート」を行い、外国人の医療環境の現状について把握した。
・平成27年度から福岡アジア医療サポートセンターを共同運営するため、福岡県と調整を行った。
・特区初期メニューの活用について、福岡市立病院機構、九州大学病院と協議した。
・創薬に関する実務者会議を開催し、創薬に関する支援方法について意見を伺った。 フクオカシイリョウカンケイシャアツイリョウコクサイカカンガコンダンカイカイサイジギョウイケンウカガカンキョウセイビゲンジョウフクオカシリツビョウインキコウソウヤクカンジツムシャカイギカイサイソウヤクカンシエンホウホウイケンウカガ

																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・外国人の医療に関する問い合わせに対応する
・病院が医療通訳及び電話通訳を利用する。
・九州大学病院が外国医師を招へいし、シンポジウム等を通じて、他医療機関にも成果が伝わる。
・規制改革を利用した医療水準の高度化に関する取組みが行われる。
 イリョウカントアタイオウビョウインオヨデンワツウヤクリヨウトウツウタイリョウキカンセイカツタキセイカイカクリヨウイリョウスイジュンコウドカカントリクオコナ

				(千円)
事業費 センエン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンドケッサンガク										２６年度決算見込額 ネンドケッサンミコガク										２７年度予算額 ネンドヨサンガク

								歳出合計 サイシュツゴウケイ								0										1,500										14,592														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイザイゲン						0										0										0														・日本語が話せない外国人も医療機関に受診しやすくなる。
・市内医療機関の医療技術が向上する。
 ジュシンシナイイリョウキカンイリョウギジュツコウジョウ

										一般財源 イッパンザイゲン						0										1,500										14,592

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウセイカシヒョウタッセイド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウナイヨウ										実　　績 ジツツムギ																目　　標 メヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウネンド

				活動の指標 カツドウシヒョウ														目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイリツ				0.0%						0.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・外国人の医療環境が整備され、外国人にとっても住みやすい都市が実現する。
・高度な医療を提供する体制が整っている。 ガイコクジンイリョウカンキョウセイビガイコクジツゲンコウドイリョウテイキョウタイセイトトノ

																		達成率 タッセイリツ				0.0%						0.0%

				成果の指標 セイカシヒョウ				相談件数										目標 モクヒョウ																100						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ																						520

																		達成率 タッセイリツ				0.0%						0.0%

								通訳派遣・電話通訳利用件数 ツウヤクハケン										目標 モクヒョウ																200						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ																						1040

																		達成率 タッセイリツ				0.0%						0.0%
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健康チャレ

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイネンドジギョウジッシブンナイブテンケンタイショウジギョウコヒョウ																																																																新規／継続 シンキケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカンカメイ								保健福祉局 ホケンフクシキョク								健康医療部 ケンコウイリョウブ								健康増進課 ケンコウゾウシンカ

				事業名 ジギョウメイ												健康づくりチャレンジ事業 ケンコウジギョウ																												基本計画 キホンケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-3-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウカイシネンド												平成23年度 ヘイセイネンド																														分野別目標 ブンヤベツモクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョホウレイ												健康増進法 ケンコウゾウシンホウ																														施策 シサク						一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイケイカクジョウイチ												健康日本21福岡市計画 ケンコウニホンフクオカシケイカク																														事業群 ジギョウグン						こころとからだの健康づくり

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサクセイカシヒョウ		健康づくりに取り組んでいる人の割合（H32:75％）
健康であると感じている人の割合（H32:80％）

						健康づくりは，市民一人ひとりの取組みが重要であるが，「福岡市民は健康づくりへの意欲は高いが，実際の行動に結びついていない」という調査結果から，市民の関心や意欲を的確にとらえ，健康づくりの実践に結び付けていくことが必要となった。 ケンコウシミンヒトリトリクジュウヨウフクオカシミンケンコウイヨクタカジッサイコウドウムスチョウサケッカシミンカンシンイヨクテキカクケンコウジッセンムスツヒツヨウ

				【事業概要】 ジギョウガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイヨウ

				対　　象 タイゾウ																目　　的 メマト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキセイカトウタツコウテイカダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウカツドウオコ

				20歳以上の福岡市民 サイイジョウフクオカシミン																市民一人ひとりが自主的に健康づくりに取り組み，住み慣れた家庭や地域で安心して暮らしていく。 シミンヒトリジシュテキケンコウトクスナカテイチイキアンシンク																														・市や関係団体等主催の健康づくり事業の情報を収集、一元化して広報する。（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：通年，世界禁煙デー(5月)，食育月間(6月)，健康づくり月間(10月)，生活習慣病予防月間(2月），女性の健康週間（3月））
・市民が健康づくりに興味をもつ仕組み・場を検討（健康づくりポイント事業，健康づくりフェスタふくおか） セカイキンエンガツショクイクゲッカンガツガツセイカツシュウカンビョウヨボウゲッカンガツジョセイケンコウシュウカンガツバケンコウジギョウケンコウ

				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタクフク								□		補助金含む ホジョキンフク										□		負担金含む フタンキンフク

				●健康づくりポイント事業（ふくおか健康マイレージ）の試行
市民の健康づくり活動をポイント化し，貯めたポイントを市民に還元する事業の試行（1年目）。参加者（マイレージ会員）は1,054名。
●シンク・ヘルス・プロジェクトの実施
10月の福岡市健康づくり月間に，市をはじめとする各種団体が開催するイベント等を集中開催し，集中的にPRを実施。
●健康づくりスポーツサイトの運営
健康づくりとスポーツに関する情報を一元的に発信するサイトの運営。市民にとってより見やすく，活用いただけるサイトにするため，3月にリニューアルした。
●年間を通じた広報
　年間を通し，よかろーもんのキャラクターを使うなど統一感のある広報を展開，健康づくりの機運を高める取組みを実施。 ケンコウシコウジギョウシコウネンメサンカシャカイイン０５４メイシミンミカツヨウガツネンカンツウコウホウツカ

																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・市民が健康づくりに興味をもつ。

				(千円)
事業費 センエン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンドケッサンガク										２６年度決算見込額 ネンドケッサンミコガク										２７年度予算額 ネンドヨサンガク

								歳出合計 サイシュツゴウケイ								17,160										26,386										24,409														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイザイゲン						4,089										17,645										23,098														・市民が自分に合った健康づくりに取り組む。 ジブンア

										一般財源 イッパンザイゲン						13,071										8,741										1,311

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウセイカシヒョウタッセイド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウナイヨウ										実　　績 ジツツムギ																目　　標 メヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウネンド

				活動の指標 カツドウシヒョウ				健康づくりポイント事業への参加者数 ケンコウジギョウサンカシャスウ										目標 モクヒョウ				－						1,000						2,000						32年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				－						1,054												21,000

																		達成率 タッセイリツ				－						105.4%

								健康づくりスポーツサイトアクセス数 ケンコウスウ										目標 モクヒョウ				－						100,000						100,000						32年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ				27,364						30,736												100,000										・健康づくりに取り組む市民が増え，健康寿命が延びる。また，医療費や介護費用の伸びがゆるやかになる。 ケンコウジュミョウノイリョウヒカイゴヒヨウノ

																		達成率 タッセイリツ				－						-

				成果の指標 セイカシヒョウ				健康づくりに取り組んでいる人の割合 ケンコウトクヒトワリアイ										目標 モクヒョウ				60.0%						60.0%						60.0%						32年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				55.2%						56.1%												75%

																		達成率 タッセイリツ				92.0%						-

								健康であると感じている人の割合 ケンコウカンヒトワリアイ										目標 モクヒョウ				77.0%						78.0%						78.0%						32年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				77.3%						76.0%												80%

																		達成率 タッセイリツ				100.4%						-
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めじゃ～リーグ

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイネンドジギョウジッシブンナイブテンケンタイショウジギョウコヒョウ																																																																新規／継続 シンキケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカンカメイ								保健福祉局 ホケンフクシキョク								健康医療部 ケンコウイリョウブ								健康増進課 ケンコウゾウシンカ

				事業名 ジギョウメイ												めじゃ～リーグ福岡事業 フクオカジギョウ																												基本計画 キホンケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-3-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウカイシネンド												平成22年度 ヘイセイネンド																														分野別目標 ブンヤベツモクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョホウレイ												健康増進法 ケンコウゾウシンホウ																														施策 シサク						一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイケイカクジョウイチ												健康日本21福岡市計画 ケンコウニホンフクオカシケイカク																														事業群 ジギョウグン						こころとからだの健康づくり

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサクセイカシヒョウ		健康づくりに取り組んでいる人の割合（H32:75％）
健康であると感じている人の割合（H32:80％） ケンコウトクヒトワリアイケンコウカンヒトワリアイ

						早良区「めじゃ～リーグ」や西区「ウエストリーグ」を参考に，22年度，健康づくりについて釜山市と競いながら交流する「福岡・釜山健康づくり交流事業」として実施。釜山市との交流終了後も，健康づくり事業においてアプローチの難しい40，50歳代の参加や，男性と女性の同率参加など，勤労者の健康づくり推進に有効と考え，通信型健康づくり事業として実施している サワラクニシクサンコウネンドケンコウプサンシキソコウリュウフクオカプサンケンコウコウリュウジギョウジッシプサンシコウリュウシュウリョウゴケンコウジギョウムズカサイダイサンカダンセイジョセイドウリツサンカキンロウシャケンコウスイシンユウコウカンガツウシンガタケンコウジギョウジッシ

				【事業概要】 ジギョウガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイヨウ

				対　　象 タイゾウ																目　　的 メマト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキセイカトウタツコウテイカダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウカツドウオコ

				福岡市民（主に40，50歳代の勤労者） フクオカシミンオモサイダイキンロウシャ																より多くの勤労世代の市民が，ウォーキングに関心を持ち，自分のライフスタイルに合わせて，自主的に健康づくりに取り組んでいる状態。 オオキンロウセダイシミンカンシンモジブンアジシュテキケンコウトクジョウタイ																														・事業の実施により，健康づくりのきっかけを提供
・参加状況（歩数のランキング）や健康情報をメールマガジンやホームページから配信
・事業のPR ジギョウジッシケンコウテイキョウサンカジョウキョウホスウケンコウジョウホウハイシンジギョウ

				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタクフク								□		補助金含む ホジョキンフク										□		負担金含む フタンキンフク

				・40歳以上の市民を対象に，歩数計を貸与し，その歩数や，体重減少，腹囲減少をウェブ上で競い合う形式で実施。また，イベント情報や健康情報等をメールマガジンやブログなどで配信し，いつでもどこでも楽しみながら健康づくりに取り組む事業として実施。
・24年度から，糸島市と連携して実施。個人で競い合うほか，市対抗という形式もとり，事業をPRした。
・専用サイトを立ち上げ，募集，登録，終了アンケートまでウェブ上で行い，郵送や集計の手間等を軽減。
・専用サイトには，週1回，参加者の中での歩数ランキングを掲載し，参加者が「楽しい」「ウェブ上に仲間がいる」などの，継続できる仕組みを検討，実施。
・また，26年度は，歩数計を自分で準備していただくこととしたが，303名の参加があった。 センヨウタアボシュウトウロクシュウリョウジョウオコナユウソウシュウケイテマトウケイゲンセンヨウシュウカイサンカシャナカホスウケイサイサンカシャタノジョウナカマケイゾクシクケントウジッシネンドホスウケイジブンジュンビメイサンカ

																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・「楽しそう」という意識から，健康づくりを開始する
・ライフスタイルに合わせて，健康情報を得ることができる タノイシキケンコウカイシアケンコウジョウホウエ

				(千円)
事業費 センエン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンドケッサンガク										２６年度決算見込額 ネンドケッサンミコガク										２７年度予算額 ネンドヨサンガク

								歳出合計 サイシュツゴウケイ								6,499										4,000										0														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイザイゲン						0										0										0														・体重減少や腹囲減少など，健康づくりの効果が表れる
・楽しみながら自主的に健康づくりに取り組み，習慣化する
・運動以外の健康づくりにも関心がわく タイジュウゲンショウフクイゲンショウケンコウコウカアラワタノジシュテキケンコウトクシュウカンカウンドウイガイケンコウカンシン

										一般財源 イッパンザイゲン						6,499										4,000										0

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウセイカシヒョウタッセイド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウナイヨウ										実　　績 ジツツムギ																目　　標 メヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウネンド

				活動の指標 カツドウシヒョウ				めじゃ～リーグ福岡への参加者の増加 フクオカサンカシャゾウカ										目標 モクヒョウ				300						400						-						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				269						303												-

																		達成率 タッセイリツ				89.7%						75.8%

								健康づくりポイント事業への参加者数 ケンコウジギョウサンカシャカズ										目標 モクヒョウ				－						1,000						2,000						32年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ				－						1,054												21,000										・自主的に健康づくりに取り組んでいる市民が増える
・市全体のウォーキング人口が増える
・医療費の伸びがゆるやかになる ジシュテキケンコウトクシミンフシゼンタイジンコウフイリョウヒノ

																		達成率 タッセイリツ				－						105.4%

				成果の指標 セイカシヒョウ				健康づくりに取り組んでいる人の割合 ケンコウトクヒトワリアイ										目標 モクヒョウ				60.0%						60.0%						60.0%						32年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				55.2%						56.1%												75%

																		達成率 タッセイリツ				92.0%

								健康であると感じている人の割合 ケンコウカンヒトワリアイ										目標 モクヒョウ				77.0%						78.0%						78.0%						32年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				77.3%						76.0%												80%

																		達成率 タッセイリツ				100.4%
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障がい者虐待防止

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイネンドジギョウジッシブンナイブテンケンタイショウジギョウコヒョウ																																																																新規／継続 シンキケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカンカメイ								保健福祉局 ホケンフクシキョク								障がい者部 ショウシャブ								障がい者在宅支援課 ショウシャザイタクシエンカ

				事業名 ジギョウメイ												障がい者虐待防止・基幹相談支援センター事業 ショウシャギャクタイボウシキカンソウダンシエンジギョウ																												基本計画 キホンケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-6-3						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウカイシネンド												平成２５年度 ヘイセイネンド																														分野別目標 ブンヤベツモクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョホウレイ												障害者総合支援法７７条の２，障害者虐待防止法 ショウガイシャソウゴウシエンホウジョウショウガイシャギャクタイボウシホウ																														施策 シサク						すべての人が安心して暮らせる福祉の充実

				行政計画上の位置づけ ギョウセイケイカクジョウイチ												障がい福祉計画 ショウフクシケイカク																														事業群 ジギョウグン						障がい者の自立と社会参加の支援

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサクセイカシヒョウ		障がいのある人が暮らしやすいまちだと感じている市民の割合（Ｈ28：45％）

						・平成22年度の障害者自立支援法の一部改正によって基幹相談支援センターの設置が定められた。
・平成24年10月に障害者虐待防止法が施行された。 ヘイセイネンドショウガイシャジリツシエンホウイチブカイセイキカンソウダンシエンセッチサダヘイセイネンガツショウガイシャギャクタイボウシホウシコウ

				【事業概要】 ジギョウガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイヨウ

				対　　象 タイゾウ																目　　的 メマト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキセイカトウタツコウテイカダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウカツドウオコ

				・障がい者及びその家族
・障がい者相談支援センター ショウシャオヨカゾクショウシャソウダンシエン																・障がい者に対する虐待が防止された状態
・障がい者相談支援センターの人材育成，業務の円滑化 ショウシャタイギャクタイボウシジョウタイショウシャソウダンシエンジンザイイクセイギョウムエンカツカ																														基幹相談支援センターを設置し，事業委託を行う。 キカンソウダンシエンセッチジギョウイタクオコナ

				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタクフク								□		補助金含む ホジョキンフク										□		負担金含む フタンキンフク

				障がい者虐待防止・基幹相談支援センター事業は，障がい者の虐待防止支
援及び地域生活に関する相談支援の中核的機能を一体的に併せ持つセン
ターを設置し障がい者の相談体制を充実するもの。

具体的な事業内容
　①総合的・専門的な相談支援の実施
　②地域の相談支援体制の強化の取り組み
　③権利擁護・虐待の防止
　④障がい者虐待の広報，啓発　など

																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		基幹センターが障がい者虐待防止センターとして機能する。また，市内の相談支援体制の中核的役割を果たす。 キカンショウシャギャクタイボウシキノウシナイソウダンシエンタイセイチュウカクテキヤクワリハ

				(千円)
事業費 センエン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンドケッサンガク										２６年度決算見込額 ネンドケッサンミコガク										２７年度予算額 ネンドヨサンガク

								歳出合計 サイシュツゴウケイ								20,559										47,752										54,142														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイザイゲン						7,518										21,337										40,754														障がい者虐待の早期発見・解決してもらえる。
相談支援センター等の人材育成が進む。 ショウシャギャクタイソウキハッケンカイケツソウダンシエントウジンザイイクセイスス

										一般財源 イッパンザイゲン						13,041										26,415										13,388

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウセイカシヒョウタッセイド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウナイヨウ										実　　績 ジツツムギ																目　　標 メヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウネンド

				活動の指標 カツドウシヒョウ				基幹センター設置数 キカンセッチスウ										目標 モクヒョウ				1						1						1						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				1						1

																		達成率 タッセイリツ				100.0%						100.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																市内の相談支援体制が充実する。
障がい者虐待防止体制が整備される。 シナイソウダンシエンタイセイジュウジツショウシャギャクタイボウシタイセイセイビ

																		達成率 タッセイリツ				0.0%						0.0%

				成果の指標 セイカシヒョウ				支援（人材育成)件数 シエンジンザイイクセイケンスウ										目標 モクヒョウ				15						15												年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				15						23

																		達成率 タッセイリツ				100.0%						153.3%

								虐待対応(事実確認)件数 ギャクタイタイオウジジツカクニンケンスウ										目標 モクヒョウ										30												年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				25						34

																		達成率 タッセイリツ				0.0%						113.3%
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自殺予防

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイネンドジギョウジッシブンナイブテンケンタイショウジギョウコヒョウ																																																																新規／継続 シンキケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカンカメイ								保健福祉局 ホケンフクシキョク								健康医療部 ケンコウイリョウブ								保健予防課 ホケンヨボウカ

				事業名 ジギョウメイ												自殺予防対策事業（地域自殺対策緊急強化基金含む） ジサツヨボウタイサクジギョウチイキジサツタイサクキンキュウキョウカキキンフク																												基本計画 キホンケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-3-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウカイシネンド												平成19年度																														分野別目標 ブンヤベツモクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョホウレイ												自殺対策基本法																														施策 シサク						一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイケイカクジョウイチ												第９次福岡市基本計画																														事業群 ジギョウグン						こころとからだの健康づくり

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサクセイカシヒョウ		福岡市の自殺者数（Ｈ２８：２５６人以下）
※平成１７年の自殺者数３２１人から２０％減 フクオカシジサツシャスウニンイカヘイセイネンジサツシャスウニンゲン

						　国内の自殺者数が平成１０年に急増して以降、毎年自殺者が３万人を超える状況が続いたことから、平成１８年に自殺対策基本法が策定。同法の施行を受け、本事業を開始した。 コクナイジサツシャスウヘイセイネンキュウゾウイコウマイトシジサツシャマンニンコジョウキョウツヅヘイセイネンジサツタイサクキホンホウサクテイドウホウセコウウホンジギョウカイシ

				【事業概要】 ジギョウガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイヨウ

				対　　象 タイゾウ																目　　的 メマト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキセイカトウタツコウテイカダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウカツドウオコ

				すべての市民 シミン																「誰も自殺に追い込まれることのない社会」を目指す。 ダレジサツオコシャカイメザ																														・市民を対象とした自殺予防の啓発活動を行う。
・「ゲートキーパー」の役割を担う人材を養成するため研修を実施する。
・自殺未遂者等のハイリスク者や自死遺族に対し、自殺予防情報センターを中心に支援を行う。
・児童・生徒への自殺予防教育に資するため教職員等を対象に研修を実施する。

				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタクフク								■		補助金含む ホジョキンフク										□		負担金含む フタンキンフク

				・新福岡市自殺対策総合計画に基づく事業実施・進捗管理
・各区等でのうつ病予防教室の実施，うつ病市民啓発講演会の開催
・かかりつけ医うつ病対応力向上研修の実施
・自殺予防相談（専用ダイヤル）等の相談支援事業の実施
・ゲートキーパー養成研修等の人材養成事業の実施
・自殺予防キャンペーン等による市民への普及啓発事業の実施
・自死遺族法律相談・自死遺族の集い等自死遺族支援事業の実施
・自殺未遂者等のハイリスク者支援ネットワーク事業の構築・実施
・福岡市自殺対策協議会や県・北九州市との連絡会議の開催
・広報・情報提供のためのホームページの改修 モトジギョウジッシシンチョクカンリトウジッシビョウシミンケイハツコウエンカイジサツヨボウソウダンセンヨウトウソウダンシエンジギョウジッシトウジンザイヨウセイジギョウジサツヨボウトウシミンフキュウケイハツジギョウジッシホウリツソウダンジシイゾクツドトウジシイゾクシエンジギョウジッシジサツミスイシャトウシエンジギョウコウチクジッシケンキタキュウシュウシレンラクカイギコウホウジョウホウテイキョウカイシュウ

																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・市民の自殺に関する理解が深まり、予防の意識が高まる。
・ゲートキーパー養成研修の受講者が増え、適切な対応ができる人材が増える。
・自殺未遂者等のハイリスク者への支援により、再企図の防止ができる。
・教職員の自殺予防に関する知識、理解が深まり、ひいては児童・生徒の自殺予防教育へとつながる。
 ジサツミスイシャトウキトボウシ

				(千円)
事業費 センエン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンドケッサンガク										２６年度決算見込額 ネンドケッサンミコガク										２７年度予算額 ネンドヨサンガク																																																						自殺予防 ジサツヨボウ		基金事業 キキンジギョウ

								歳出合計 サイシュツゴウケイ								29,666										26,050										25,805														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）																																						２６予算額 ヨサンガク		14821		11002		25823

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイザイゲン						19,890										17,757										18,001														・ゲートキーパーが増え、自殺の危険性の高い人を早期に支援できるようになる。
・自殺未遂者の再企図や既遂が減少する。
・自死遺族が精神疾患に罹患することや自殺の発生が防がれる。
・若年層、児童・生徒への自殺予防に資する教育が推進される。 キトキスイ																																						当初予算の特定財源 トウショヨサントクテイザイゲン		7006		11002		18008

										一般財源 イッパンザイゲン						9,776										8,293										7,804

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウセイカシヒョウタッセイド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウナイヨウ										実　　績 ジツツムギ																目　　標 メヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウネンド

				活動の指標 カツドウシヒョウ				ゲートキーパー養成講座の参加者数 ヨウセイコウザサンカシャスウ										目標 モクヒョウ				500						1,000						1,000						年度 ネンド																																																ゲートキーパー養成講座の２６年度実績は立石係長に聴き取り ヨウセイコウザネンドジッセキタテイシカカリチョウキト

																		実績 ジッセキ				1,005						688

																		達成率 タッセイリツ				201.0%						68.8%

								教職員に対する関連研修の実施回数 キョウショクインタイカンレンケンシュウジッシカイスウ										目標 モクヒョウ				2						6						6						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ				6						5																						・市全体の自殺者数が減少する。

																		達成率 タッセイリツ				300.0%						83.3%

				成果の指標 セイカシヒョウ				福岡市の自殺者数 フクオカシジサツシャスウ										目標 モクヒョウ				256						256						256						28年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				326						296												256

																		達成率 タッセイリツ				127.3%						115.6%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイリツ				0.0%						0.0%
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　　　　　　施策成果指標



特定健診

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイネンドジギョウジッシブンナイブテンケンタイショウジギョウコヒョウ																																																																新規／継続 シンキケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカンカメイ								保健福祉局 ホケンフクシキョク								健康医療部 ケンコウイリョウブ								健康増進課 ケンコウゾウシンカ

				事業名 ジギョウメイ												特定健診事業																												基本計画 キホンケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-3-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウカイシネンド												平成２０年度 ヘイセイネンド																														分野別目標 ブンヤベツモクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョホウレイ												高齢者の医療の確保に関する法律																														施策 シサク						一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイケイカクジョウイチ																																										事業群 ジギョウグン						こころとからだの健康づくり

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサクセイカシヒョウ		○特定健診実施率（Ｈ29：40%）
○特定保健指導実施率（Ｈ29：40%） トクテイケンシンジッシリツトクテイホケンシドウジッシリツ

						国の医療制度改革に伴い，平成２０年度より開始となった特定健診を円滑に実施し，市民の健康向上を支援するための事業を行うもの。 クニイリョウセイドカイカクトモナヘイセイネンドカイシトクテイケンシンエンカツジッシシミンケンコウコウジョウシエンジギョウオコナ

				【事業概要】 ジギョウガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイヨウ

				対　　象 タイゾウ																目　　的 メマト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキセイカトウタツコウテイカダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウカツドウオコ

				40～74歳の福岡市国民健康保険被保険者 サイフクオカシコクミンケンコウホケンヒホケンシャ																メタボリックシンドロームの要因となっている生活習慣の改善に向けた支援を行うことにより，生活習慣病の発症を予防する。 ヨウインセイカツシュウカンカイゼンムシエンオコナセイカツシュウカンビョウハッショウヨボウ																														特定健診を実施する。 トクテイケンシンジッシ

				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタクフク								□		補助金含む ホジョキンフク										□		負担金含む フタンキンフク

				生活習慣病予防のための健康診査である特定健診を実施。
メタボリックシンドロームに着目し，その他該当者及び予備群を減少させるための「特定保健指導」を必要とする人を的確に抽出することを目的とする。 セイカツシュウカンビョウヨボウケンコウシンサトクテイケンシンジッシチャクモクタガイトウシャオヨヨビグンゲンショウトクテイホケンシドウヒツヨウヒトテキカクチュウシュツモクテキ

																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		健診結果で生活習慣の改善が必要な人に対し，結果に応じた保健指導を実施する ケンシンケッカセイカツシュウカンカイゼンヒツヨウヒトタイケッカオウホケンシドウジッシ

				(千円)
事業費 センエン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンドケッサンガク										２６年度決算見込額 ネンドケッサンミコガク										２７年度予算額 ネンドヨサンガク

								歳出合計 サイシュツゴウケイ								518,244										516,295										565,204														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイザイゲン						278,375										393,134										203,962														健診受診者が生活習慣改善・治療に結びつくことで，生活習慣病の重症化予防ができる。 ケンシンジュシンシャセイカツシュウカンカイゼンチリョウムスセイカツシュウカンビョウジュウショウカヨボウ

										一般財源 イッパンザイゲン						239,869										123,161										361,242

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウセイカシヒョウタッセイド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウナイヨウ										実　　績 ジツツムギ																目　　標 メヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウネンド

				活動の指標 カツドウシヒョウ				特定健診の受診率 トクテイケンシンジュシンリツ										目標 モクヒョウ				28%						31%						34%						29年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				22.1%						集計中 シュウケイチュウ												40%

																		達成率 タッセイリツ				78.9%						-

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																生活習慣病予備群が減少する。
医療費の適正化が図られる。
健康寿命の延伸が図られる。 セイカツシュウカンビョウヨビグンゲンショウイリョウヒテキセイカハカケンコウジュミョウエンシンハカ

																		達成率 タッセイリツ

				成果の指標 セイカシヒョウ														目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイリツ

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイリツ
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特定保健

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイネンドジギョウジッシブンナイブテンケンタイショウジギョウコヒョウ																																																																新規／継続 シンキケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカンカメイ								保健福祉局 ホケンフクシキョク								健康医療部 ケンコウイリョウブ								健康増進課 ケンコウゾウシンカ

				事業名 ジギョウメイ												特定保健指導事業																												基本計画 キホンケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-3-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウカイシネンド												平成２０年度 ヘイセイネンド																														分野別目標 ブンヤベツモクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョホウレイ												高齢者の医療の確保に関する法律																														施策 シサク						一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイケイカクジョウイチ																																										事業群 ジギョウグン						こころとからだの健康づくり

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサクセイカシヒョウ		○特定健診実施率Ｈ29：40%
○特定保健指導実施率Ｈ29：40% トクテイケンシンジッシリツトクテイホケンシドウジッシリツ

						国の医療制度改革に伴い，平成２０年度より開始となった特定保健指導を円滑に実施し，市民の健康向上を支援するための事業を行うもの。 クニイリョウセイドカイカクトモナヘイセイネンドカイシトクテイホケンシドウエンカツジッシシミンケンコウコウジョウシエンジギョウオコナ

				【事業概要】 ジギョウガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイヨウ

				対　　象 タイゾウ																目　　的 メマト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキセイカトウタツコウテイカダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウカツドウオコ

				40～74歳の福岡市国民健康保険被保険者 サイフクオカシコクミンケンコウホケンヒホケンシャ																メタボリックシンドロームの要因となっている生活習慣の改善に向けた支援を行うことにより生活習慣病の発症を予防する。 ヨウインセイカツシュウカンカイゼンムシエンオコナセイカツシュウカンビョウシュビョウハッショウヨボウ																														特定健診を実施する。 トクテイケンシン

				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタクフク								□		補助金含む ホジョキンフク										□		負担金含む フタンキンフク

				特定健康診査の結果，健康の保持に努める必要があるものに対して行った。内臓脂肪型肥満に着目し，その要因となっている生活習慣を改善するための保健指導を行うことにより，生活習慣病を予防する。 トクテイケンコウシンサケッカケンコウホジツトヒツヨウタイオコナナイゾウシボウガタヒマンチャクモクヨウインセイカツシュウカンカイゼンホケンシドウオコナセイカツシュウカンビョウヨボウ

																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		健診結果で生活習慣の改善が必要な人に対し，結果に応じた保健指導を実施する ケンシンケッカセイカツシュウカンカイゼンヒツヨウヒトタイケッカオウホケンシドウジッシ

				(千円)
事業費 センエン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンドケッサンガク										２６年度決算見込額 ネンドケッサンミコガク										２７年度予算額 ネンドヨサンガク

								歳出合計 サイシュツゴウケイ								71,332										113,794										104,730														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイザイゲン						4,007										29,797										22,544														健診受診者が生活習慣改善・治療に結びつくことで，生活習慣病の重症化予防ができる。

										一般財源 イッパンザイゲン						67,325										83,997										82,186

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウセイカシヒョウタッセイド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウナイヨウ										実　　績 ジツツムギ																目　　標 メヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウネンド

				活動の指標 カツドウシヒョウ				特定保健指導の実施率 トクテイホケンシドウジッシリツ										目標 モクヒョウ				36%						37%						38%						29年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				38.5%						集計中 シュウケイチュウ												40%

																		達成率 タッセイリツ				106.9%						-

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																生活習慣病予備群が減少する。
医療費の適正化が図られる。
健康寿命の延伸が図られる。 ハカ

																		達成率 タッセイリツ

				成果の指標 セイカシヒョウ														目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイリツ

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイリツ
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福岡型地域包括ケア

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイネンドジギョウジッシブンナイブテンケンタイショウジギョウコヒョウ																																																																新規／継続 シンキケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカンカメイ								保健福祉局 ホケンフクシキョク								高齢社会部 コウレイシャカイブ								地域包括ケア推進課 チイキホウカツスイシンカ

				事業名 ジギョウメイ												福岡型地域包括ケアシステム推進事業 フクオカガタチイキホウカツスイシンジギョウ																												基本計画 キホンケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-6-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウカイシネンド												平成24年度 ヘイセイネンド																														分野別目標 ブンヤベツモクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョホウレイ												介護保険法第5条第3項 カイゴホケンホウダイジョウダイコウ																														施策 シサク						すべての人が安心して暮らせる福祉の充実

				行政計画上の位置づけ ギョウセイケイカクジョウイチ												福岡市保健福祉総合計画，高齢者保健福祉計画 フクオカシホケンフクシソウゴウケイカクコウレイシャホケンフクシケイカク																														事業群 ジギョウグン						地域における総合的な福祉サービスの構築

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサクセイカシヒョウ		福祉の充実に対する満足度（H28:50%）
障がいのある人が暮らしやすいまちだと感じている市民の割合（H28:45%） フクシジュウジツタイマンゾクドショウヒトクカンシミンワリアイ

						　平成23年6月改正の介護保険法に地域包括ケアの理念が規定されたことを受け，本市においても地域包括ケアシステムの構築に取り組むよう第5期（平成24～26年度）介護保険事業計画（高齢者保健福祉計画）に位置づけされたため。 ヘイセイネンガツカイセイカイゴホケンホウチイキホウカツリネンキテイウホンシチイキホウカツコウチクトクダイキヘイセイネンドカイゴホケンジギョウケイカクコウレイシャホケンフクシケイカクイチ

				【事業概要】 ジギョウガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイヨウ

				対　　象 タイゾウ																目　　的 メマト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキセイカトウタツコウテイカダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウカツドウオコ

				高齢者 コウレイシャ																　高齢者の要介護度が重度になっても住み慣れた地域で自立した生活を安心して続けることができるよう「保健（予防）」，「医療」，「介護」，「生活支援」，「住まい」の5つのサービスが一体的に切れ目なく提供されることを目指す。 コウレイシャヨウカイゴドジュウドスナチイキジリツセイカツアンシンツヅホケンヨボウイリョウカイゴセイカツシエンスイッタイテキキメテイキョウメザ																														・地域包括ケアシステム検討会議（27年度～地域包括ケアシステム推進会議）の開催
・同会議専門部会の開催
・市民向けシンポジウムの開催 チイキホウカツケントウカイギネンドチイキホウカツスイシンカイギカイサイドウカイギセンモンブカイカイサイシミンムカイサイ

				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタクフク								□		補助金含む ホジョキンフク										□		負担金含む フタンキンフク

				○福岡市地域包括ケアシステム検討会議の開催　3回/年
○同会議専門部会の開催（アクションプラン作成のため合同開催）
　・合同専門部会　2回/年　　　・専門部会ワーキング　3回/年
○代表者調整会議　5回/年　
○モデル事業の実施（７区）
　・医療介護の連携強化モデル事業
　　　病院の退院時支援の状況についてヒアリング調査　62病院
　　　「福岡市退院時連携の基本的な進め方の手引き（暫定版）」の周知・改良点
  　　についてのアンケート調査
　　　各区で医療介護連携強化のための課題解決に向けた検討を実施
　・高齢者地域支援モデル事業
　　　地域で高齢者を支える仕組みづくりの検討を市内19校区で開始
○地域包括ケアセミナーの開催　1回/年 フクオカシチイキホウカツケントウカイギカイサイカイネンドウカイギセンモンブカイカイサイサクセイゴウドウカイサイゴウドウセンモンブカイカイネンセンモンブカイカイネンダイヒョウシャチョウセイカイギカイネンジギョウジッシクイリョウカイゴキョウカフクオカシタイインジレンケイキホンテキススカタテビザンテイバンシュウチカイリョウテンチョウサカククイリョウカイゴレンケイキョウカカダイカイケツムケントウジッシシャササシクシナイチイキホウカツカイサイカイネン

																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・検討会議（27年度～推進会議），専門部会で必要な取り組みや解決策が議論される。
・関係機関，団体が，地域包括ケア実現に向けた，主体的な取り組みの必要性を理解する。
・市民がシンポジウムに参加し，高齢社会に向けた備えの必要性を理解する。 ケントウカイギネンドスイシンカイギセンモンブカイヒツヨウトクカイケツサクギロンカンケイキカンダンタイチイキホウカツジツゲンムシュタイテキトクヒツヨウセイリカイシミンサンカコウレイシャカイムソナヒツヨウセイリカイ

				(千円)
事業費 センエン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンドケッサンガク										２６年度決算見込額 ネンドケッサンミコガク										２７年度予算額 ネンドヨサンガク

								歳出合計 サイシュツゴウケイ								18,919										39,077										47,891														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイザイゲン						6,036										-										30,157														・関係機関・団体，市民，行政がそれぞれ地域包括ケア実現に向けた取り組みを実践する。
・多職種連携の取り組みが実践され，連携強化が図られる。 カンケイキカンダンタイシミンギョウセイチイキホウカツジツゲンムトクジッセンタショクシュレンケイトクジッセンレンケイキョウカハカ

										一般財源 イッパンザイゲン						12,883										-										17,734

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウセイカシヒョウタッセイド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウナイヨウ										実　　績 ジツツムギ																目　　標 メヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウネンド

				活動の指標 カツドウシヒョウ				検討会議(27年度～推進会議)，専門部会の開催回数 ケントウカイギネンドスイシンカイギセンモンブカイカイサイカイスウ										目標 モクヒョウ				15						7						10						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				21						8

																		達成率 タッセイリツ				140.0%						114.3%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・地域包括ケアが実現し，高齢者が要介護度が重度になっても可能な限り住み慣れた地域で安心して生活を続けることができる。 チイキホウカツジツゲンコウレイシャヨウカイゴドジュウドカノウカギスナチイキアンシンセイカツツヅ

																		達成率 タッセイリツ				0.0%						0.0%

				成果の指標 セイカシヒョウ				高齢者地域支援会議実施校区数 コウレイシャチイキシエンカイギジッシコウクスウ										目標 モクヒョウ				2						14						61						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				4						19

																		達成率 タッセイリツ				200.0%						135.7%

								多職種連携の取組み回数 タショクシュレンケイトリクカイスウ										目標 モクヒョウ				-						14						15						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				11						15

																		達成率 タッセイリツ				0.0%						107.1%
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いきいきセンター

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイネンドジギョウジッシブンナイブテンケンタイショウジギョウコヒョウ																																																																新規／継続 シンキケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカンカメイ								保健福祉局 ホケンフクシキョク								高齢社会部 コウレイシャカイブ								地域包括ケア推進課 カメイ

				事業名 ジギョウメイ												いきいきセンターふくおか運営等経費 ウンエイトウケイヒ																												基本計画 キホンケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-6-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウカイシネンド												平成18年度 ヘイセイネンド																														分野別目標 ブンヤベツモクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョホウレイ												介護保険法第１１５条の４６ カイゴホケンホウダイジョウ																														施策 シサク						すべての人が安心して暮らせる福祉の充実

				行政計画上の位置づけ ギョウセイケイカクジョウイチ												福岡市高齢者保健福祉計画 フクオカシコウレイシャホケンフクシケイカク																														事業群 ジギョウグン						地域における総合的な福祉サービスの構築

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサクセイカシヒョウ		○福祉の充実に対する満足度（H28：50％）
○障がいのある人が暮らしやすいまちだと感じている市民の割合（Ｈ28：45％）
 フクシジュウジツタイマンゾクドショウヒトクカンシミンワリアイ

						介護保険法の改正（平成１８年度）により，市町村は地域包括支援センターを設置することができるとされたため。 カイゴホケンホウカイセイヘイセイネンドシチョウソンチイキホウカツシエンセッチ

				【事業概要】 ジギョウガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイヨウ

				対　　象 タイゾウ																目　　的 メマト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキセイカトウタツコウテイカダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウカツドウオコ

				高齢者およびその家族ならびに介護，保健，福祉，医療等の関係者 コウレイシャカゾクカイゴホケンフクシイリョウトウカンケイシャ																高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができる状態。 コウレイシャスナチイキアンシンクツヅジョウタイ																														高齢者の相談を実施 コウレイシャソウダンジッシ

				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタクフク								□		補助金含む ホジョキンフク										□		負担金含む フタンキンフク

				○平成２７年度から現在市内３９箇所のセンターを５７箇所に増設するとともに，土曜日の開設を開始するための準備をすすめた。
○平成２７年度より，一部センターに介護予防専任職員をモデル配置することを決定。
○センター業務内容（運営を４法人に委託）
・総合相談支援業務：高齢者からの相談を受け，その方に適したアドバイス等を実施。
・介護予防ケアマネジメント業務：要介護状態になるおそれがある高齢者が要介護状態になることを予防するため，介護予防ケアプランを作成し，介護予防に取り組むことができるよう支援する。
・権利擁護業務：虐待や消費者被害等に対する支援を行い，高齢者の権利や財産を守る。
・包括的・継続的ケアマネジメント支援業務：介護支援専門員や医療機関と連携して，高齢者の支援を行う。 ヘイセイネンドゲンザイシナイカショカショゾウセツドヨウビカイセツカイシジュンビヘイセイネンドイチブカイゴヨボウセンニンショクインハイチケッテイギョウムナイヨウウンエイホウジンイタクソウゴウソウダンシエンギョウムコウレイシャソウダンウカタテキトウジッシカイゴヨボウギョウムヨウカイゴジョウタイコウレイシャヨウカイゴジョウタイヨボウカイゴヨボウサクセイカイゴヨボウトクシエンケンリヨウゴギョウムギャクタイショウヒシャヒガイトウタイシエンオコナコウレイシャケンリザイサンマモホウカツテキケイゾクテキシエンギョウムカイゴシエンイリョウキカンレンケイコウレイシャシエンオコナ

																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		訪問などを通じ，高齢者のニーズを把握し，関係機関と連携した支援を行う。 ホウモンツウコウレイシャハアクカンケイキカンレンケイシエンオコナ

				(千円)
事業費 センエン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンドケッサンガク										２６年度決算見込額 ネンドケッサンミコガク										２７年度予算額 ネンドヨサンガク

								歳出合計 サイシュツゴウケイ								997,581										1,026,609										1,224,619														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイザイゲン						791,305																				986,521														日常生活機能の低下が軽度な段階での早期発見・早期対応が可能となり，また権利や財産が守られることで地域で安心して暮らし続けることができるようになる。 ニチジョウセイカツキノウテイカケイドダンカイソウキハッケンソウキタイオウカノウケンリザイサンマモチイキアンシンクツヅ

										一般財源 イッパンザイゲン						206,276																				238,098

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウセイカシヒョウタッセイド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウナイヨウ										実　　績 ジツツムギ																目　　標 メヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウネンド

				活動の指標 カツドウシヒョウ				高齢者の相談件数（人） コウレイシャソウダンケンスウニン										目標 モクヒョウ				29,546						29,000						29,500						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				27,941						27,686

																		達成率 タッセイリツ				94.6%						95.5%

								高齢者のニーズ等を把握し，関係機関と連携した支援を行う。（件） コウレイシャトウハアクカンケイキカンレンケイシエンオコナケン										目標 モクヒョウ				126,975						123,000						123,500						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ				121,966						119,526																						住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができる高齢者が増える。 スナチイキアンシンクツヅコウレイシャフ

																		達成率 タッセイリツ				96.1%						97.2%

				成果の指標 セイカシヒョウ				福祉の充実に対する満足度（％） フクシジュウジツタイマンゾクド										目標 モクヒョウ				－						52												年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				48.9

																		達成率 タッセイリツ				0.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイリツ
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施策コード

		

						目標 モクヒョウ				施策 セサク				事業群 ジギョウグン

		1-1-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリココロユタクゲンキカガヤ		1		ユニバーサルデザインの理念によるまちづくり		1		ユニバーサル都市・福岡の推進 トシフクオカスイシン

		1-2-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリココロユタクゲンキカガヤ		2		すべての人の人権が尊重されるまちづくりと男女共同参画の推進		1		人権尊重のまちづくり ジンケンソンチョウ

		1-2-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリココロユタクゲンキカガヤ		2		すべての人の人権が尊重されるまちづくりと男女共同参画の推進		2		男女共同参画意識の浸透

		1-3-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリココロユタクゲンキカガヤ		3		一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり		1		こころとからだの健康づくり ケンコウ

		1-3-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリココロユタクゲンキカガヤ		3		一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり		2		医療体制の充実

		1-3-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリココロユタクゲンキカガヤ		3		一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり		3		アクティブエイジングの推進

		1-4-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリココロユタクゲンキカガヤ		4		心豊かに文化芸術を楽しむまちづくり		1		未来の担い手である子ども達への重点的な取組み ミライニナテコタチジュウテンテキトク

		1-4-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリココロユタクゲンキカガヤ		4		心豊かに文化芸術を楽しむまちづくり		2		にぎわいの街としての文化芸術の振興

		1-4-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリココロユタクゲンキカガヤ		4		心豊かに文化芸術を楽しむまちづくり		3		文化施設の有効活用と整備

		1-5-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリココロユタクゲンキカガヤ		5		スポーツ・レクリエーションの振興		1		スポーツ・レクリエーション活動の促進 カツドウソクシン

		1-5-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリココロユタクゲンキカガヤ		5		スポーツ・レクリエーションの振興		2		スポーツ施設の整備・活用

		1-6-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリココロユタクゲンキカガヤ		6		すべての人が安心して暮らせる福祉の充実		1		地域における総合的な福祉サービスの構築 チイキソウゴウテキフクシコウチク

		1-6-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリココロユタクゲンキカガヤ		6		すべての人が安心して暮らせる福祉の充実		2		高齢者の健康と福祉の向上 ケンコウフクシコウジョウ

		1-6-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリココロユタクゲンキカガヤ		6		すべての人が安心して暮らせる福祉の充実		3		障がい者の自立と社会参加の支援

		1-6-4		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリココロユタクゲンキカガヤ		6		すべての人が安心して暮らせる福祉の充実		4		生活の安定の確保など

		1-7-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリココロユタクゲンキカガヤ		7		子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり		1		子どもの権利の尊重 コケンリソンチョウ

		1-7-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリココロユタクゲンキカガヤ		7		子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり		2		安心して生み育てられる環境づくり

		1-7-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリココロユタクゲンキカガヤ		7		子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり		3		地域における子育ての支援

		1-8-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリココロユタクゲンキカガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		1		知・徳・体の調和のとれた「生きる力」を持った子どもの育成 チトクタイチョウワイチカラモコイクセイ

		1-8-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリココロユタクゲンキカガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		2		国際教育の推進

		1-8-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリココロユタクゲンキカガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		3		いじめ・不登校等対策の充実 フトウコウナドタイサク

		1-8-4		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリココロユタクゲンキカガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		4		子ども・若者の健全育成の取組み コワカモノケンゼンイクセイトリク

		1-8-5		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリココロユタクゲンキカガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		5		教育・健全育成環境の整備 キョウイクケンゼンイクセイカンキョウセイビ

		2-1-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		1		支え合いの基盤となる地域コミュニティの活性化		1		地域コミュニティの基盤強化 チイキキバンキョウカ

		2-1-2		2		さまざまな支え合いとつながりができている		1		支え合いの基盤となる地域コミュニティの活性化		2		地域コミュニティの活性化、地域人材の発掘・活用 チイキカッセイカチイキジンザイハックツカツヨウ

		2-2-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		2		公民館などを活用した活動の場づくり		1		公民館の機能強化 コウミンカンキノウキョウカ

		2-2-2		2		さまざまな支え合いとつながりができている		2		公民館などを活用した活動の場づくり		2		活動の場づくり カツドウバ

		2-3-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		3		支え合いや助け合いによる地域福祉の推進		1		見守り・支え合いの仕組みづくり ミマモササアシク

		2-4-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		4		ＮＰＯ、ボランティア活動の活性化		1		ＮＰＯ、ボランティア活動の支援 カツドウシエン

		2-4-2		2		さまざまな支え合いとつながりができている		4		ＮＰＯ、ボランティア活動の活性化		2		共働の推進 トモハタラキスイシン

		2-5-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		5		ソーシャルビジネスなど多様な手法やつながりによる社会課題解決の推進		1		ソーシャルビジネスの普及・促進 フキュウソクシン

		3-1-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		1		災害に強いまちづくり		1		防災・危機管理体制の強化 ボウサイキキカンリタイセイキョウカ

		3-1-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		1		災害に強いまちづくり		2		地域防災力の強化 チイキボウサイリョクキョウカ

		3-1-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		1		災害に強いまちづくり		3		消防・救急体制の充実・強化 ショウボウキュウキュウタイセイジュウジツキョウカ

		3-1-4		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		1		災害に強いまちづくり		4		災害に強い都市基盤整備 サイガイツヨトシキバンセイビ

		3-2-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		2		安全で快適な生活基盤の整備		1		安全で快適な道路環境づくり アンゼンカイテキドウロカンキョウ

		3-2-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		2		安全で快適な生活基盤の整備		2		総合治水対策の推進 ソウゴウチスイタイサクスイシン

		3-2-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		2		安全で快適な生活基盤の整備		3		施設の計画的な維持更新（アセットマネジメント） シセツケイカクテキイジコウシン

		3-3-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		3		良質な住宅・住環境の形成		1		良質な住宅、住環境形成の推進 リョウシツジュウタクジュウカンキョウケイセイスイシン

		3-3-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		3		良質な住宅・住環境の形成		2		安心して住み続けられる住宅供給の促進 アンシンスツヅジュウタクキョウキュウソクシン

		3-4-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		4		ルールが守られ、人にやさしい安全なまちづくり		1		安全で適正な自転車利用

		3-4-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		4		ルールが守られ、人にやさしい安全なまちづくり		2		モラル・マナーの向上 コウジョウ

		3-4-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		4		ルールが守られ、人にやさしい安全なまちづくり		3		ごみの不法投棄の防止 フホウトウキボウシ

		3-4-4		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		4		ルールが守られ、人にやさしい安全なまちづくり		4		屋外・路上広告物の適正化 オクガイロジョウコウコクブツテキセイカ

		3-5-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		5		犯罪のない安全で住みよいまちづくり		1		市民の防犯意識の向上と地域の防犯力の強化 シミンボウハンイシキコウジョウチイキボウハンリョクキョウカ

		3-5-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		5		犯罪のない安全で住みよいまちづくり		2		犯罪が発生しにくい環境づくり ハンザイハッセイカンキョウ

		3-5-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		5		犯罪のない安全で住みよいまちづくり		3		暴力団排除対策の推進 ボウリョクダンハイジョタイサクスイシン

		3-5-4		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		5		犯罪のない安全で住みよいまちづくり		4		飲酒運転撲滅への取組み インシュウンテンボクメツトリク

		3-6-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		6		安全で良質な水の安定供給		1		水の安定供給 ミズアンテイキョウキュウ

		3-6-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		6		安全で良質な水の安定供給		2		節水型都市づくり セッスイガタトシ

		3-6-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		6		安全で良質な水の安定供給		3		安全で良質な水道水の供給 アンゼンリョウシツスイドウミズキョウキュウ

		3-6-4		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		6		安全で良質な水の安定供給		4		水源地域・流域との連携・協力 スイゲンチイキリュウイキレンケイキョウリョク

		3-7-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		7		日常生活の安全・安心の確保		1		大気環境などの保全 タイキカンキョウホゼン

		3-7-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		7		日常生活の安全・安心の確保		2		食の安全確保、衛生的な生活環境の向上 ショクアンゼンカクホエイセイテキセイカツカンキョウコウジョウ

		3-7-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		7		日常生活の安全・安心の確保		3		消費者被害の未然防止・救済 ショウヒシャヒガイミゼンボウシキュウサイ

		4-1-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		1		地球温暖化対策の推進と自律分散型エネルギー社会の構築		1		再生可能エネルギー等の導入 サイセイカノウトウドウニュウ

		4-1-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		1		地球温暖化対策の推進と自律分散型エネルギー社会の構築		2		省エネルギーの推進 ショウスイシン

		4-1-3		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		1		地球温暖化対策の推進と自律分散型エネルギー社会の構築		3		エネルギーのエリアマネジメントの推進 スイシン

		4-2-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		2		循環型社会システムの構築		1		３Ｒの推進 スイシン

		4-2-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		2		循環型社会システムの構築		2		ごみ処理施設の維持・整備 ショリシセツイジセイビ

		4-3-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		3		生物多様性の保全とみどりの創出		1		生物多様性の保全と活用

		4-3-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		3		生物多様性の保全とみどりの創出		2		博多湾や干潟の保全・再生

		4-3-3		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		3		生物多様性の保全とみどりの創出		3		緑地、農地等の保全

		4-3-4		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		3		生物多様性の保全とみどりの創出		4		みどりの創出

		4-4-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		1		計画的な市街地整備の推進

		4-4-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		2		公園再整備の推進

		4-4-3		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		3		農山漁村地域など市街化調整区域の活性化

		4-4-4		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		4		質の高い都市景観の形成

		4-4-5		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		5		住民によるまちづくり活動の推進

		4-4-6		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		6		東京圏バックアップの推進

		4-5-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		5		公共交通を主軸とした総合交通体系の構築		1		公共交通ネットワークの充実

		4-5-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		5		公共交通を主軸とした総合交通体系の構築		2		交通マネジメントの推進（公共交通機関や自転車利用の促進等）

		4-5-3		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		5		公共交通を主軸とした総合交通体系の構築		3		放射環状型道路ネットワークの整備

		4-5-4		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		5		公共交通を主軸とした総合交通体系の構築		4		生活交通の確保

		4-6-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		6		ストックの活用による地区の価値や魅力の向上		1		公共空間の利活用の推進

		4-6-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		6		ストックの活用による地区の価値や魅力の向上		2		エリアマネジメントの推進

		5-1-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		1		観光資源となる魅力の再発見と磨き上げ		1		福岡の歴史資源の観光活用

		5-1-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		1		観光資源となる魅力の再発見と磨き上げ		2		祭り・食・文化・エンターテインメント魅力の磨き上げ

		5-2-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		2		緑と歴史・文化のにぎわい拠点づくり		1		市民の憩いと集客の拠点づくり（大濠公園・舞鶴公園の一体的な活用等）

		5-3-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		3		情報アクセスや回遊性など、来街者にやさしいおもてなし環境づくり		1		おもてなしの向上

		5-3-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		3		情報アクセスや回遊性など、来街者にやさしいおもてなし環境づくり		2		交通利便性や都心回遊性の向上

		5-4-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		4		交流がビジネスを生むＭＩＣＥ拠点の形成		1		ＭＩＣＥ機能の強化

		5-4-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		4		交流がビジネスを生むＭＩＣＥ拠点の形成		2		ＭＩＣＥ誘致の推進

		5-5-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		5		国際スポーツ大会の誘致やプロスポーツの振興		1		国際スポーツ大会等の開催地・合宿地としての誘致・支援

		5-5-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		5		国際スポーツ大会の誘致やプロスポーツの振興		2		プロスポーツの振興

		5-6-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		6		国内外への戦略的なプロモーションの推進		1		シティプロモーション、ブランドイメージアップの推進

		5-6-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		6		国内外への戦略的なプロモーションの推進		2		クルーズ客拡大への取組み

		6-1-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		1		産学官連携による、知識創造型産業の振興		1		産学官連携の推進

		6-1-2		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		1		産学官連携による、知識創造型産業の振興		2		知識創造型産業の振興

		6-2-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		2		成長分野の企業や本社機能の立地の促進		1		企業や本社機能の立地促進

		6-3-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		3		地域経済を支える地場中小企業などの競争力強化		1		中小企業の競争力・経営基盤の強化

		6-3-2		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		3		地域経済を支える地場中小企業などの競争力強化		2		商店街の活性化

		6-3-3		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		3		地域経済を支える地場中小企業などの競争力強化		3		伝統産業の振興

		6-4-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		4		農林水産業とその関連ビジネスの振興		1		経営の充実強化、新たな担い手づくり

		6-4-2		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		4		農林水産業とその関連ビジネスの振興		2		市場機能の強化

		6-4-3		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		4		農林水産業とその関連ビジネスの振興		3		生産基盤の整備・維持

		6-4-4		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		4		農林水産業とその関連ビジネスの振興		4		市民との交流事

		6-5-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		5		就労支援の充実		1		就労支援の取組み

		7-1-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		1		新たな挑戦を応援するスタートアップ都市づくり		1		チャレンジ人材の集積、活躍支援

		7-1-2		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		1		新たな挑戦を応援するスタートアップ都市づくり		2		創業しやすい都市づくり

		7-2-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		2		創造的活動の基盤となる文化芸術の振興		1		創造活動を担い、支える人材の育成と活動の支援

		7-3-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		3		個人の才能が成長を生む創造産業の振興		1		クリエイティブ関連産業の振興

		7-3-2		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		3		個人の才能が成長を生む創造産業の振興		2		エンターテインメント都市づくり

		7-4-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		4		多様な人が集まり交流・対話する創造的な場づくり		1		創造的空間の整備・誘導

		7-5-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		5		チャレンジする若者や女性が活躍するまちづくり		1		若者の体験・活動の場や機会づくり

		7-5-2		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		5		チャレンジする若者や女性が活躍するまちづくり		2		女性の活躍の場づくり

		7-5-3		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		5		チャレンジする若者や女性が活躍するまちづくり		3		人材ネットワーク構築・活性化

		7-6-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		6		大学や専門学校などの高等教育機関の機能強化		1		教育・研究機能の充実強化

		8-1-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		1		都市の活力を牽引する都心部の機能強化		1		都心部の機能強化と魅力づくり

		8-1-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		1		都市の活力を牽引する都心部の機能強化		2		交通アクセス性、回遊性の向上

		8-2-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		2		高度な都市機能が集積した活力創造拠点づくり		1		アイランドシティのまちづくり

		8-2-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		2		高度な都市機能が集積した活力創造拠点づくり		2		九州大学学術研究都市構想の推進

		8-2-3		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		2		高度な都市機能が集積した活力創造拠点づくり		3		シーサイドももち（SRP地区）の拠点性の維持向上

		8-3-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		3		国際的なビジネス交流の促進		1		国際ビジネスの振興

		8-3-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		3		国際的なビジネス交流の促進		2		クリエイティブ産業等の海外展開の支援

		8-4-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		4		成長を牽引する物流・人流のゲートウェイづくり		1		空港機能の強化、利便性向上

		8-4-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		4		成長を牽引する物流・人流のゲートウェイづくり		2		港湾機能の強化、利便性向上

		8-5-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		5		グローバル人材の育成と活躍の場づくり		1		日本と世界をつなぐ人材の集積と交流拠点の形成

		8-5-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		5		グローバル人材の育成と活躍の場づくり		2		留学生支援・外国人ネットワークの構築

		8-6-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		6		アジアの諸都市などへの国際貢献・国際協力の推進		1		国際貢献・国際協力の推進

		8-6-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		6		アジアの諸都市などへの国際貢献・国際協力の推進		2		海外諸都市・国際機関等との連携・交流強化

		8-7-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		7		釜山広域市との超広域経済圏の形成		1		連携・交流の促進

		8-8-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		8		アジアをはじめ世界の人にも暮らしやすいまちづくり		1		外国人にも住みやすく活動しやすいまちづくり

		11		11		歴史と自然の魅力にあふれ、人が活躍し、活力を創造するまち・東区				東区事業 ヒガシクジギョウ				東区事業 ヒガシクジギョウ

		12		12		お互いが支え合い、安心して人が暮らし、歴史と伝統が息づくまち・博多区				博多区事業 ハカタクジギョウ				博多区事業 ハカタクジギョウ

		13		13		人が集い、人が輝き、人がやさしいまち「中央区」				中央区事業 チュウオウクジギョウ				中央区事業 チュウオウクジギョウ

		14		14		いきいき南区　くらしのまち				南区事業 ミナミクジギョウ				南区事業 ミナミクジギョウ

		15		15		豊かな暮らしがあるまち・城南区				城南区事業 ジョウナンクジギョウ				城南区事業 ジョウナンクジギョウ

		16		16		ひと・みず・みどりが光り輝く「早良区」 ふれあいと交流のあるまち				早良区事業 サワラクジギョウ				早良区事業 サワラクジギョウ

		17		17		自然と大学の知を生かし､安全で安心して､生き生きと暮らせるまち・西区				西区事業 ニシクジギョウ				西区事業 ニシクジギョウ



参照元のデータなので，修正等はしないでください。



